
2015年2月20日(金）

於：JPタワーホール＆カンファレンス 4Fホール (東京駅丸の内南口前)

今年で第7回となります東京での全国シンポジウムを開催させていただきました。

今回のテーマは地域推薦枠医学生・医師の教育・キャリア形成に地域医療支援センターが果たす役割と

いうことで、各大学・医療機関（36施設）、行政（28施設）、一般など、全国から117名の方々にご参加いた

だき、有意義な討論の場となりました。全国の関係者同士が問題点について意見交換し合う良い機会

になったのではないでしょうか。ご参加いただきました方々、本当にありがとうございました。

－プログラムー

日 時：2015年2月20日(金曜日) 13：30～16：30 
場 所：JPタワーホール＆カンファレンス ４Fホール（東京駅丸の内南口前）
参加費：無料
参加者：地域医療支援センター関係者など、地域推薦枠医学生に関する事象に携わる

自治体・大学・学生・医療機関並びに地域医療教育に興味のある方々
司 会：中俣和幸 先生（鹿児島県 地域医療整備課 参事・課長：医師）

嶽﨑俊郎（鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 国際島嶼医療学講座 教授）

13：30 開会挨拶
13：35 開催趣旨説明

～基調講演～
13：40 「医療法に位置付けられた地域医療支援センターへの期待」

厚生労働省医政局地域医療計画課 医師確保等地域医療対策室 室長
佐々木 昌弘 先生（代理講演：廣澤 友也 先生）

～講演～
14：00 「岡山県地域医療支援センターの役割」

岡山県地域医療支援センター岡山大学支部 助教
岩瀬 敏秀 先生

14：20 「一般社団法人しまね地域医療支援センターの取組～地域医療支援センターが果たす役割～」
一般社団法人 しまね地域医療支援センター 主任主事
勝部 琢治 先生

14：40 「とちぎ地域医療支援センターの取組」
栃木県保健福祉部医療政策課 とちぎ地域医療支援センター 専任医師
渡辺 晃紀 先生

15：00 「三重大学における地域枠学生を含む卒前・卒後教育の課題と取組み」
三重大学大学院医学系研究科肝胆膵・移植外科 医学・看護教育センター 准教授
櫻井 洋至 先生

15：20 休憩
15：40 討論・まとめ
16：30 終了

第７回全国シンポジウム
地域推薦枠医学生の卒前・卒後教育をどうするか？

～地域推薦枠医学生・医師の教育・キャリア形成に地域医療支援センターが果たす役割～



司会

廣澤友也先生 岩瀬敏秀先生

渡辺晃紀先生勝部琢治先生

櫻井洋至先生 質問の様子

講演の様子


